


1－4 公害紛争への対応
公害に係る紛争については、「公害紛争処理法」

に基づくあっせん、調停や「三重県生活環境の保

全に関する条例」に基づく調査請求制度の活用を

促進し、その迅速かつ適正な解決を図ります。

また、公害等に係る苦情については、公害苦情

相談員により、県民からの苦情相談にあたるとと

もに、市町村等と協力して、その適切な処理を行

います。

2 
2－1 監視・観測等の体制の整備
) 環境総合監視システムの運用

環境監視、発生源監視（大気・水質）を行う環

境総合監視システムを運用し、大気環境と主要な

発生源の常時監視を行うとともに、光化学スモッ

グ注意報の発令等の緊急時対策を実施します。

* 公共用水域の常時監視

三重県が測定を担当している河川、海域につい

て、常時監視を実施します。また、地下水水質に

ついても定期モニタリングを実施します。

+ 有害大気汚染物質の調査

環境省が示す22の優先取組物質のうち、測定

法が示されているベンゼン、トリクロロエチレン

等の19物質の大気環境調査を実施します。

, ダイオキシン類の調査

大気、河川、海域、底質及び土壌のダイオキシ

ン類による汚染状況を、常時監視します。

- 騒音・振動の調査

県において、自動車交通騒音測定を実施すると

ともに、市町村の協力を得て、一般地域の環境騒

音及び道路交通振動の測定を実施します。

2－2 環境情報の整備・提供
) 環境情報の提供

ホームページ「三重の環境」では、環境調査デ

ータの中で、大気環境は大気常時監視データ、光

化学スモッグ情報として毎時更新をするほか、化

学物質、水環境、自然環境等の環境森林部にかか

るデータについても、より広く分かりやすく情報

監視・観測等の体制の整備及び環境情報の提供

提供します。

* 森林ＧＩＳの運用

地域森林計画の樹立にあわせ、基本情報である

森林簿データ、森林計画図等や治山、林道、保安

林等の森林情報の整備を進め、システムを適正に

運用します。また、森林の適正な管理のため、森

林簿データ等を市町村や関係者に提供します。

3 
3－1 科学技術振興センターにおける調査研究
の推進

ア 産業廃棄物の抑制に係る産官共同研究

産業廃棄物の削減、資源リサイクルに取り組

む県内企業と共同研究を行い、企業における産

業廃棄物の削減を支援します。

イ 建設廃材のリサイクル技術の開発

建設リサイクル法の施行に伴い、建築物の解

体時に発生するコンクリート廃材の有効なリサ

イクル技術を開発し、資源化率の向上を図りま

す。

ウ ホテル厨芥等の養殖魚飼料利用技術の開発

ホテル厨芥等から出る有機性廃棄物を用いて

養殖魚用の飼料化技術を開発し、地域内資源循

環システムの構築に寄与します。

エ セメント系廃棄物の資源循環型システム構築

に関する研究

製造工場や施工現場から発生する住宅用外装

材の廃棄物を原料とした水硬性材料の開発を行

い、資源循環型リサイクルシステムの構築に寄

与します。

オ 植物由来機能材料の実用化のための研究

植物に含まれる未利用資源リグニンを利用し

た新しい機能性材料として、開発した住宅用壁

板、分解性フィルム、重金属吸着剤の性能向上

と実用化に取り組みます。

カ 持続循環型グリーンコンポジットの開発

籾殻と植物由来の生分解性プラスチックとの

複合化により、再生可能資源による生分解性促

進と制電性を有する持続循環型グリーンコンポ

ジットを開発し、生分解性プラスチックの用途

環境保全に関する調査・研究等の推進
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拡大を図ります。

キ 廃ＦＲＰの炭化による吸着効果の評価に関す

る研究

県保有の特許の活用を目的に、廃ＦＲＰを炭

化して吸着剤とし、廃ガスや廃水処理等に利用

する方法を開発します。

ク 硫酸ピッチ対応技術開発に関する研究

不適正処理発生時における、周辺環境の早急

な改善方法及び検査員保護のための応急対応の

ための技術を開発します。

ケ 経営戦略に即した低投入循環型茶生産システ

ムの開発

高級茶を対象に、水、窒素の循環利用による

半閉鎖系茶生産システムを確立するために、暗

渠溶脱水中の硝酸態窒素の効率的浄化方法の開

発に引き続き取り組みます。

また、一般茶を対象に、窒素投入量とコスト

の大幅な削減を図るため、茶芽の再生能を生か

した樹体制御による超低投入一回摘採方式の開

発に引き続き取り組みます。

コ 未利用海藻の有効利用に関する共同研究

夏期に枯死・腐敗し、浅海域の底生生物等を

へい死させて漁場環境の悪化を引き起こすとと

もに、海岸にうちあげられて悪臭を発生する未

利用海藻の有効利用をはかるために、収穫前処

理・加工・飼料化・機能性成分利用技術を開発

します。

サ 閉鎖性海域の環境創生プロジェクト研究

環境汚染が深刻化している閉鎖性海域（英虞

湾）における干潟、浅場、藻場などの自然浄化

機能や、物質循環シミュレーションモデルにつ

いて、産学官が共同で研究し、海域の水環境の

改善を目指します。

シ 酸性雨等実態調査研究の実施

地球環境問題の一つである酸性雨について、

現状と動向を把握するため、都市部とその後背

地において引き続き調査を行います。

ス 環境大気中浮遊粒子状物質の実態調査研究

環境大気中の微小な粒子に含まれる有害物質

等について、汚染の状況と原因を把握するため、

引き続き調査研究を行います。

セ 化学物質による環境汚染の実態調査

既存化学物質による環境汚染の未然防止を図

るため、伊勢湾等の水質、底質、生物、大気の

汚染状況について引き続き調査します。

ソ 森林吸収源計測・活用体制の整備

近年、森林の炭素吸収量を明確にする必要が

生じてきており、既存の森林関連データでは京

都議定書の求めるレベルでの算定を行うために

は克服すべき課題があります。

このことから、森林の地上部・地下部のバイ

オマス量や倒木の腐朽速度等を測定し、確実性

の高い炭素吸収量データの収集把握を行いま

す。

タ 伐採跡地の更新技術の開発

近年、人工林の伐採後、植栽されずに放置さ

れる林地が多く、森林機能の低下が懸念されて

いることから、そうした林地を経費のかからな

い、自然力を生かした方法で森林化させるため

の技術の確立を図ります。

チ 森林生態系及び河川生態系の保全に関する研

究

森林環境の違いによる河川生態系への影響

や、河川による森林生態系への影響を調査・解

析し、生物の多様性を維持するための森林施業

のあり方を明らかにします。

ツ 強度間伐による人工林の針・広混交林化技術

の開発

強度間伐により森林内の光環境を改善し、森

林の多面的機能が高度に発揮できる針葉樹と広

葉樹を混交させるための技術指針を確立しま

す。

また、強度間伐によって生じる風倒被害を回

避できる間伐率や手法を解明します。

テ 英虞湾漁場環境にかかる基礎調査

英虞湾における真珠養殖業の赤潮被害や環境

変化による被害を防止するため、水質、底質、

プランクトンの発生状況をモニタリングすると

ともに、漁業関係者に情報提供します。

ト 淡水魚類の多様性保全に関する研究
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県内河川における淡水魚の分布実態を調査す

るとともに、魚類相復元の可能性や外来魚が生

態系に及ぼす影響について研究します。

ナ 漁業資源評価にかかる調査

200カイリ水域内における重要漁業資源の資

源量評価と、その動向予測および管理手法の検

討に必要な科学的情報を収集します。

ニ ヘテロカプサ赤潮の消長予測技術の開発

真珠養殖に多大な被害を与える新型赤潮生物

ヘテロカプサについて、より確実に赤潮被害を

防止するため、プランクトンの増殖活性を指標

とした短期的な赤潮消長予測の可能性について

検討します。

ヌ 大腸菌群数の定量方法改善及び水環境におけ

る挙動解析

特定酸素基質培地法の環境試料に対する適正

を評価するとともに、本培地を用いた水環境中

大腸菌等の挙動解析を行います。

3－2 地球的規模の環境保全等に関する調査研究
ア 酸性雨等の実態調査

（第６章－第５節－３－１ 科学技術振興セン

ターにおける調査研究のシ参照）
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